
あらゆる状況下で、プロとして通用するコピーを書く、そのために、商品とターゲット双方へ深く洞
察できる力を、毎回の課題と一人ひとり密度の濃い講評を通じて養っていきます。
基礎コースの修了生、未経験からの転職を目指す方、コピーライター歴1～5年目で環境としてしっ
かりと教わった経験のない方には特にお勧めな講座です。

考え方の「軸」を形成するために、市島さんが受講した講座は
「コピーライター養成講座上級コース」でした。

＜次回の開講のご案内＞
講義日程：2019年６月開催予定
講義会場：東京・南青山
受講定員：30名
詳細URL：https://www.sendenkaigi.com/class/detail/copywriter_j.php

会社の制度を利用して講座を受講
市島智さんは、入社 5 年目のコピー

ライター。4 年目までは営業職で、そ
の後コピーライターを志し転局試験に
見事合格、2018年 1 月からコピーライ
ター職に就いた。そんな市島さんは、

「スタートが遅かった分、少しでも早
くコピーを考える体系を自分の中で確
立したい」という考えから、コピーラ
イター養成講座上級コースを受講し
た。アサツー ディ・ケイには宣伝会
議の講座の受講料を補助する奨励制度
があり、それを利用した。
「仕事の中で学ぶことと、講座の中

で学ぶことは違います。仕事はさまざ

まな事情や制約がつきものですが、講
座ではまっさらな状態でコピーに取り
組めます。また、ほかの受講生も同じ
課題に取り組む中で、『君はどう考え
るのか？』と自分の視点が問われま
す」。さまざまなタイプの講師からの
フィードバックもあり、自分にはない
視点が豊富に得られたという。
「講議の中で特に印象に残っている

のは、門田陽さんの『コピーも受験と
一緒。赤本を解いて臨まないと、いい
ものはできない』という言葉です。こ
こから昔のコピーを学ぶ意味を知りま
した。また、野原靖忠さんの講義で
は、ノートを 2 冊作って 1 冊はブレス

ト用、2 冊目は清書用にすると聞いて
早速実践しました。心構えからノウハ
ウまで、広く学べました」と市島さん。

受講前と受講後では、「自分の中で
コピーを見る尺度が変わった」と話
す。「以前は自分の感覚を頼っていま
したが、今はいろいろな講師や受講生
の視点で考えることができます。そう
した“複眼思考”を身につけられたこ
とが一番の収穫です」。とはいえ、コ
ピーライターとしての人生は始まった
ばかり。仕事をくれた人を喜ばせ、指
名に繋げることがまずは目標。そして
名刺代わりになるような仕事を近い内
に作りたいと語ってくれた。

成長企業の人材戦略
ー人材育成編ー
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講座を通じてでしか
学べないことがある

ADKクリエイティブ・ワン
第2クリエイティブ・プランニング局 コピーライター　市島智 氏

2019年1月にADKグループは大幅な組織改編を行い、ADKのクリエイティブソリュ

ーション事業とADKアーツが統合、クリエイティブ・プロモーション領域においてプ

ランニングから制作までワンストップで提供する総合クリエイティブ会社「ADKクリエ

イティブ・ワン」が誕生した。同社コピーライターの市島智さんに講座活用法を聞く。

市島さんが先輩コピーライターと共に手がけた、講談社
の2019年元旦新聞広告『あらしのよるに』。

お問い合わせ先はこちら／株式会社宣伝会議　教育事業部　E-mail. info-educ@sendenkaigi.co.jp
TEL. 03-3475-3030　FAX. 03-3475-3033　＜受付時間 9：30－18：30（土・日・祝除く／FAXは24時間受付）＞PB ｜ BRAIN 704 MARCH 2019 BRAIN 704 MARCH 2019 ｜ 103
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